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明治10年 (1877)の 陸軍士官学校第 1期 士官生徒

(永嶺年子氏提供)

沼津兵学校第 9期資業生出身・陸軍砲兵大佐永嶺源吉の子孫宅に残されていた写真。陸軍士官学校第 1期十官生徒

151名 のうちの58名が写っているらしい。彼らは、明治 9年 に来 ||し た第 2次 フランス軍事顧問団のルイ・クレット

マンエ兵大尉の指導を受けた特殊兵科生であることが、横浜開港資料館企画展示 「フランス士官が見た明治のニッポ

ンーL.ク レットマン・コレクションから」(2000年 2月 ～4月 )に 同じ写真が出品されたことから判明した。

アルフアベットで記人された苗字から判断し、数字の人物は沼津兵学校出身者と推測される。C石川義仙、②仙波

種艶、0竹内有好、④杉浦勝之、⑤吉見精、0秋元盛之、0永嶺源吉、0小島好問

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
ハ
〉

沼
津
兵
学
校
か
ら

教
導
団

へ
の
編
入
者

沼
津
兵
学
校
は
廃
藩
の
後
、
静
岡
藩

か
ら
政
府

へ
と
移
管
さ
れ
、
沼
津
出
張

兵
学
寮
と
な

っ
た
。
そ
し
て
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
五
月
に
は
そ
れ
も
廃
校

と
な
り
、
最
後
ま
で
残
留
し
て
い
た
資

業
生
六
十
三
名
は
上
京
を
命
じ
ら
れ
、

教
導
団
工
兵
生
徒
に
編
入
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。
最
盛
期
に
は
三
百
十
余
名

い
た
は
ず

の
資
業
生
は
、
中
途
退
学
な

ど
に
よ
り
こ
の
時
点
で
は
三
分
の

一
以

下
に
ま
で
減
少
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

生
徒
減
少
の
具
体
的
経
過
は
不
明
だ

が
、
退
学
の
い
き
さ

つ
が
は

っ
き
り
判

明
し
て
い
る
人
物
も

い
る
。
た
と
え
ば

永
峰
秀
樹

。
中
川
将
行

・
矢
吹
秀

一
の

三
名
は
、
退
学
届
を
出
し
た
が
な
か
な

か
受
理
さ
れ
な
い
の
で
、
勝
海
舟
に
直

訴
し
て

（「海
舟
日
記
」
明
治
４

・
７

・

１３
）
、
よ
う
や
く
許
可
を
得
、
上
京
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
学
校
当
局
は
生
徒

間
の
動
揺
を
抑
え
る
た
め
退
学
を
認
め

な
い
方
針
だ
っ
た
ら
し
い
が

（永
峰

『
思

出
之
ま
ゝ
』）
、
永
峰
ら
は
、
「学
校
の
教

師
は
、
新
政
府
に
引
抜
れ
て
は
往

つ
て
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し
ま
ふ
、
而
し
て
生
徒
の
発
展
を
許
さ

ぬ
と
い
ふ
の
は
片
手
落
だ
」
（永
峰

「腐

れ
行
く
幕
府
」
『
漫
談
明
治
初
年
』
所
収
）

と
い
う
論
法
で
抵
抗
し
た
ら
し
い
。

つ

ま
り
、
優
秀
な
人
材
は
ど
ん
ど
ん
東
京

へ
去

っ
て
し
ま
う
の
に
、
自
分
た
ち
だ

け
が
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危

機
感
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
だ
。
石
橋
絢

彦

・
山
口
圭
三

・
永
井
当
昌

・
武
蔵
吉

彰

・
武
藤
孝
長
ら
他
の
資
業
生
も
、
明

治
四
年
九
月
か
ら
十

一
月
に
か
け
、
上

京
修
学
の
費
用
を
ね
だ

っ
た
り
、
身
分

の
変
更
を
懇
願
す
る
た
め
に
勝
を
訪
問

し
て
い
る

（「海
舟
日
記
」
）。
こ
の
よ
う

に
教
授

・
生
徒
が
次
々
に
去

っ
て
い
く

と
い
う
、
騒
然
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

生
徒
数
を
急
激
に
減
ら
し
た
沼
津
兵
学

校
は
終
末
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

最
後
ま
で
残

っ
た
資
業
生
六
十

二
名

は
、
馬
鹿
正
直
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
彼
ら
が
東
京
で
自
動
的
に
編
入
さ

れ
た
教
導
団
と
は
、
下
十
官
を
養
成
す

る
た
め
の
陸
軍
の
教
育
機
関
で
あ
り
、

士
官

（将
校
）
に
な
る
こ
と
を
日
指
し

て
い
た
沼
津
兵
学
校
出
身
者
に
と

っ
て
、

屈
辱
的
と
も
い
え
る
降
格
待
遇
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
兵
営
内
で
の
規
則
づ
く
め
の
口

常
は
、
比
較
的
自
由
な
生
活
を
送

っ
て

い
た
沼
津
時
代
と
は
雲
泥
の
差
で
あ
り
、

苦
痛
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
教
導
団
編
入

者
の
間
か
ら
は
上
京
早
々
に
退
団

へ
の

動
き
が
始
ま
る
。
そ
の
頃
の
教
導
団
生

徒
の
不
平
不
満
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
沼

津
の
第

一期
資
業
生
だ

っ
た
大
川
通
久

が
父
親
に
宛
て
た
書
簡
が
生
き
生
き
と

伝
え
て
く
れ
る

（樋
口
雄
彦

「生
徒
の

手
紙
が
語
る
沼
津
兵
学
校
の
あ
と
さ
き
」）。

あ
る
沼
津
兵
学
校
出
身
者

（菅
野
致

敬
？
）
の
回
想
に
よ
る
と
、
「学
科
は
新

し
い
し
、
若
手
は
ド
シ
ノ
ヽ

出
世
を
す

る
。
以
前
教

へ
た
奴
が
教
官
な
ど
と
い

ふ
い
ろ
ノ
ヽ

こ
み
人
つ
た
不
平
か
ら
」
、

教
導
団
を
逃
げ
出
し
た
と
い
う

（「最
初

の
兵
学
校
」
『
漫
談
明
治
初
年
』）
。
し
か

し
退
団
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、

岩
間
清

（沼
津
六
期
）
は
、
自
ら

一
指

を
切
断
し
、
生
徒
を
免
じ
ら
れ
た
と
い

う
。
大
川
通
久
他
七
名
が
連
名
で
提
出
し

た
退
団
願
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
、
左

に
紹
介
し
て
み
る

（大
川
幸
作
氏
所
蔵
）。

奉
願
候
書
付

ヽ

私
共
儀
、
今
般
従
教
導
団
工
兵
生
徒
無

級
専
業
生
被
命
、
難
有
仕
合

二
奉
存
候
、

然
る
処
、
各
身
体
虚
弱
、
或
は
痛
所
其

外

ニ
テ
素
よ
り
壮
健
之
者
共

二
無
御
座

候
間
、
御
規
則
之
通
学
術
之

一
科
修
業

相
願
候
儀
は
勿
論
、
仮
令
ヒ
蒙
　
令
命

候
共
憤
発
勉
強
仕
、
学
術
相
学
候
儀
は

難
相
成
、
自
然
為
疾
病
被
妨
、
無
拠
日

課
を
怠
り
御
規
則
を
破
り
専
業
之
名

ニ

相
惇
り
候
は
必
然
之
事

二
有
之
候
、
依

之
私
共
後
来
成
業
之
見
込
は
更

二
無
御

座
候
間
、
莫
大
之
　
官
費
を
以
御
教
育

被
成
下
候
段
、
実
以
恐
燿
之
至

二
奉
存

候
、
何
卒
右
実
情
御
洞
察
被
下
置
、
出

格
之
□
□
御
寛
典
を
以
、
私
共

一
同
退

寮
被
命
候
様
、
偏

二
奉
願
候
、
以
上

八
月
十
六
日

大
川
千
作

箕
輪
台
三

石
川
鉦
太
郎

三
浦
松
二
郎

本
多
鉄
三

伊
庭
惣
造ヽ

岡
確
三

愛
知
三
録

な
お
、
教
導
団
で
最
後
ま
で
頑
張
り

陸
軍
軍
人
と
し
て
の
道
を
歩
ん
だ
者
は

二
十
数
名
に
と
ど
ま

っ
た
が
、
佐
官
級

に
進
ん
だ
り
、
後
に
陸
軍
士
官
学
校
に

入
学
し
た
者
も
い
た
。
と
は
い
え
、
将

官
に
ま
で
な

っ
た
の
は
古
川
宣
誉

（中

将
）
と
早
川
省
義

・
渡
瀬
昌
邦

（少
将
）

の
三
名
だ
け
で
あ
る
。
軍
籍
を
離
れ
た

者
で
も
何
人
か
は
教
育
界
や
実
業
界
で

活
躍
し
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
、
や

は
り
六
十
二
名
に
は
不
遇
に
終
わ

っ
た

者
が
多
か

っ
た
と
い
え
よ
う
か
。

教
導
団
に
は
編
入
さ
れ
ず
、
そ
れ
以

前
に
静
岡
藩
代
表
と
し
て
沼
津
か
ら
大

阪
兵
学
寮
の
幼
年
学
舎
に
送
ら
れ
た
五

名

（加
藤
泰
久

・
村
田
惇

・
小
島
好
問

・

栗
山
勝
三

・
竹
内
有
好
）
か
ら
は
中
将

・

少
将
が
四
名
も
輩
出
し
て
い
る
。

沼
津
兵
学
校
出
身
の
陸
軍
軍
人
に
は
、

さ
ら
に
別
の
コ
ー
ス
を
た
ど

っ
た
者
も

少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
年
少
だ

っ
た

大 川 通 久

(大川幸作氏提供)

仙 波 種 艶
(仙 波昌枝氏寄贈)

渡 瀬 昌 邦

(渡瀬雅子氏寄贈)
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資業生 氏  名 明治5年 上京時 そ の 後 の 軍 歴 ・ 経 歴 最終階級

第 2期
同

同

同

同

第 3期
同

同
同

同

同

第 4期
同

同

同

同

同

同
同

同

同

同
同

同

同

同

同

第 5期
第 6期

同

同

同

同

同
同

同

同

同

第 7期
同

同

同

同

同

同

同

同

同

第 8期
同

同

同
同

同

同

第 9期
同

同

同
同

同

同

同

江間 経治

成沢 知行

高松 寛剛

渡辺 当次

大‖1 通久

古川 宣誉

坂本 英延

入江 倫愛
石川 春明

本多 鉄二

中島 豊蔵

早川 省義

仙波 種艶

渡辺 英興
大塚 庸俊

亀岡 為定
二浦松二郎

大岡 忠良

岡  敬孝
堤  永類

鈴木  守

笹瀬 元明

箕輪 信文

伊庭  真

伊藤 直温

神津道太郎
愛知 信元
喜多山正請

海津 三雄
内藤 恒徳

横地 重直
加藤 義質

中‖1 喜重

末吉 択郎
小板 忠重

柳瀬 友生

岩間  清

赤丼 親善

渡瀬 昌邦
近藤 政敏
小川  イ言

辻 芳太郎
松山 温徳

堀江 敬慎

宮川 保全

間官 信勝
近藤 義尚

松井 惟利

田原 高雄
和多田直正

川 日米五郎
小林 百之

堀江 当三

鈴木釜二郎

近藤藤次郎

中村 ■[寿
木村 才蔵

伊藤 泰明
小田新太郎
野 口 保三

石川 ・り交之
奥沢 信行
関戸  孝

25歳

26歳

23歳

28歳

20歳

21歳

28歳

27歳

22歳

26歳

28歳

19歳

24歳

18F義

19歳

21歳

20歳

19歳

20歳

20歳

18歳

24歳

曹  長

中尉勤務

伍  長

少尉勤務
大尉勤務

伍  長

輌 重 掛

宿 割 掛

伍   長

伍  長

宿 割 掛

軸 重 掛

伍  長

伍  長

宿 割 掛

軸 重 掛

少尉心得 (明治 5)一少尉 (明治 6)― 中尉 (明治 7)― 一一――一一―一―

少尉心得 (明治 5)一少尉 (明治 6)一 中尉 (明治 6)一大尉 (明治 10)―

― (明 治
12中 尉 )― 一

― ― ―
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ― 一

―
一

―
一 一 一

―

曹長―少尉試補 (明治 6)一少尉 (明治 6)一 中尉 (明治10)一一一―一
無級専業生 (明治 5)一退寮 (明治 5)、 大蔵・内務省等測量技師―一
少尉心得 (明 治 5)一少尉 (明治 6)一 中尉 (明治 6)一大尉 (明治11)― ―

少尉試補―少尉 (明治 7)一 中尉 (明治10)一 ―一一一一十一一一―一―

曹長一少尉試補 (明治 6)一 中尉 (明治10)一 ―一―一一―一―――一一一
(明治 8大蔵省検査寮十二等出仕 )― 一――一―一―一―

――(明 治 8少尉 )

曹長―少尉試補 (明治 6)一少尉 (明治 6)一 中尉 (明治 10)― ―一一一―

陸軍士官学校第 1期士官生徒、少尉試補 (明治 10)一 少尉 (明治10)一

曹長 ―少尉試補 (明治 7)一少尉 (明治 9)一 中尉 (明治10)一 一一―一―

曹長 ―少尉試補 (明治 6)一少尉 (明治 6)一 中尉 (明治10)一 一一一一

曹 長 ― 少 尉 試 補 (明 治
11)― ―

一
―

一 一 一

‐
―

一
―

一 一

‐

一 一 一
―

一 一
―

一
―

―

一 一 一
―

一
―

一
― ― ― ―

一
―

一

―

横 浜 駅 長 助 役

―
一

―
一 一 一 一 一

‐

一 一
―

一
―

― (明治 7陸軍省十三等出仕)一毎日新聞記者―一一―一―一一一―一
―

一 一 一
―

―

一
―

―
― ― ― ― ―

一 一 報 知 新 聞 記 者
―

一
―

一

―

一
― ―

一

―
―

一 一
―

一

―

―一一一――一――一― (明治10陸軍会計軍吏補 )

一―― (明 治 8内務省勧業寮十四等出仕)― 一三井物産支店長 ―一――

(明治 8大蔵省検査寮権少属)

一―一一一一―
(明 治 7陸軍省十四等出仕 )――海軍大技士――――――一―‐

(明治14官 内省十五等出仕 )― 一一―一一一―一一

華族女学校教師 ―一一―一一一―一―一一
―一―一――――沼津新聞編輯長――耕文社 (沼津印刷会社)経営―一―一―一―
―

―
(明 治 8少 尉 )一 (明 治

12中
尉 )― 一 一 一 一

― ―
一 一

―

一
― ―

一 ― 一 一
―

―

少尉試補 (明治 7)一 少尉 (明治 8)
少尉 (明治 7)一 中尉 (明治10)― 一一一―一―一―一―一――一―――――――一
少尉―中尉 (明治 7)― ―伊勢崎郵便局長――一―一―一一一―一―――一
――集成舎・沼津・静岡・韮山中学校等教師――東京信託会社社員―一
―一一――――一一集成舎・沼津中学校教師一陸軍軍属一―一――一一――
~~~~~~十一一一一―(明治12茨城県十等属)― 一一―一一――一―一――

――(明 治 8内務省地理寮一等中技生)一 慶応義塾生徒 (明治 8)一 一―
少尉試補 (明治 7)一 少尉 (明治 8)一 中尉 (明治 10)

陸軍士官学校第 2期 士官生徒 (明治 8)
陸軍士官学校第 2期士官生徒 (明治 8)― ――――――――――――一―一―一――
‐一――一‐静岡師範学校・中学校教師・静岡県下各地部長 一一一一

―

一
― ―

一 一 一
―

―

一 一
―

一
―

東 京 商 船 学 校 長 等 一 一 一 一

―

一 一
―

一
―

一 一

―

一
― ―

一 一

‐

一 一 一 一 一
― ―

医 科 大 学 助 教 授 一 一 一
―

一 一 一 一 一 一
― ―

――(明治 7文部省十二等出仕 )― ―共立女子職業学校長等一一―一一一―

(明治14東京測候所勤務 )

(明治14開拓使七等属)― ――――一一一一一一‐

―

一 一
― ―

―
― ―

一
―

一
―

一 一 一 一

―

会 社 員
― ―

一

―

一 一 一 一
― ― ― ― ―

―

一

―

一

曹長―少尉試補 (明治10)

―‐西南戦争戦死

(明治14陸軍省十二等出仕)― 一一―一―――――――

軍曽―曹長 (明 治 7)一少尉試補 (明治 10)

少尉試補 (明 治 7)一少尉 (明治 8)一 中尉 (明治 10)― ―‐一――一―一一‐

少尉試補 (明治 7)一少尉 (明治 8)―一―一―――――――――――一―一一一
軍曹―吉長 (明治 7)一少尉 (明治 10)

一

―

一
― ―

一 一
―

―

(明 治
8開

拓 使 十 四 等 出 仕 )―
―

林 務 官

―
一

―
―

一
―

―
― ― ―

―

―

一 一

―
―

一
―

一

‐

一 一
―

一

―

一 一

―

新 聞 記 者 一
―

一 一 一
―

一

―

一
― ―

一 一
― ― ―

‐

一 一 一 一 ― 一 一 一 一
― 一

大 阪 朝 日 新 聞 記 者

― ―
一 一 ― 一

― ―
一

―

一
―

一

‐

(明治21広 島県官吏 )

工兵中佐
工兵中佐
工兵少佐
工兵少佐

陸軍中将
工兵少佐
工兵中佐

陸軍少将
~|:兵

中佐
工兵中佐
T兵人尉
工兵中佐

工兵大佐
工兵大尉
工兵中佐

陸軍少将

歩兵大尉
工兵大尉

少尉試補

工兵中佐
工兵大佐
工兵中佐
工兵大尉

陸軍教導団に編入された沼津兵学校資業生63名 のその後

石橋絢彦 「沼津兵学校沿革 (七 )」 (『 同方会誌』44)、 『陸軍省 日誌』その他より作成

ヽ
rヽ

し
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八
名
は
陸
軍
兵
学
寮

（東
京
）
の
幼
年

学
校
に
入

っ
て
お
り
、
う
ち
永
嶺
源
吉

ら
七
名
が
士
官
学
校
に
進
ん
だ
。

沼
津
兵
学
校
出
身
者
に
は
幾

つ
も
の

岐
路
が
あ
り
、
陸
軍
軍
人
に
な

っ
た
者

の
中
に
も
そ
の
出
世
ぶ
り
に
違
い
が
生

ま
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
違

い
も
薩
長

出
身
者
の
栄
達
ぶ
り
と
比
較
し
た
場
合

に
は
、
さ
し
た
る
差
は
な
か

っ
た
。

◎
ビ
デ
オ

「撮
影
さ
れ
た
戦
時
下
の
沼

津
高
等
女
学
校
」
の
制
作

館

ロ
ビ
ー
で
放
映
し
て
い
る
ビ
デ
オ

に
新
作
が
加
わ
り
ま
し
た
。
昭
和
十
二

年
か
ら
十
六
年
に
か
け
て
撮
影
さ
れ
た

沼
津
高
等
女
学
校
の
映
像
で
、
原
版
は

静
岡
県
立
沼
津
西
高
等
学
校
に
保
存
さ

れ
て
い
た
貴
重
な
十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

で
す
。
解
説
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
、

約
十
分
の
作
品
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
内

容
は
、
体
育
大
会
の
よ
う
す
、
富
士
登

山
の
よ
う
す
、
奉
安
殿
の
除
幕
式
、
集

団
勤
労
奉
仕
作
業
の
よ
う
す
、
応
召
す

る
教
員
の
壮
行
会
な
ど
で
す
。

◎
沼
津
市
明
治
史
料
館
史
料
目
録
２５
、

２６
の
刊
行
に
つ
い
て

左
記
の
通
り
、
当
館
で
所
蔵

・
保
管

す
る
文
書
資
料
の
日
録
を
刊
行

い
た
し

ま
し
た
。
史
料
の
検
索
手
段
と
し
て
ご

利
用
下
さ
い
。

史
料
日
録
２５
獅
子
浜
植
松
家

。
多
比

渡
辺
家
文
書
目
録
。
Ｂ
５
版
、　
一
八
〇

頁
。
頒
価

一
〇
〇
〇
円
。
津
元

・
名
主

を

つ
と
め
た
旧
家
の
近
世

・
近
代
の
文

書
約
二
千

一百
点
な
ど
。

史
料
同
録
２６
口
野
足
立
家
文
書
目
録
。

Ｂ
５
版
、
四
五
四
頁
。
頒
価

一
五
〇
〇

円
。
津

死
。
名
主
の
家
に
残
さ
れ
た
近

世

・
近
代
の
漁
村
文
書
約

一
万
五
千
点
。

書
籍

・
書
画
類
も
多
数
合
む
。

◎
沼
津
市
博
物
館
紀
要
２４
の
刊
行

体
裁

¨
Ｂ
５
版
、
六
六
頁

頒
価

一
五
〇
〇
円

内
容

一
樋
口
雄
彦

「旧
幕
臣

・
静
岡
県

出
身
者
の
同
郷

・
親
睦
団
体
」
、
瀬
川
裕

市
郎

・
増
島
淳

「土
器
の
胎
上
分
析
か

ら
見
た
土
器
の
流
入
」

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

沼
津
市
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中

に
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
各
種
情
報
を
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
ア
ド
レ
ス
は
左
記
の
通
り
。

〓
ご
一ヽ
′く
‘
‘
●
■
■ご
日
Ｒ
Ｆ
∽〓

ｃ゙
ｃ
オ
Ｐ

ご
、
∽Ｈ∽の一に
、
日
の置
、
い●
ら
０ス
テ
〔ヨ

◎
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
の
開
館

ヽ

４
月
２８
日
０
、
５
月
１
日
例
、
５
月

８
日
０
以
外
は
開
館
し
て
い
ま
す
。

◎
５
月
１９
日
は
無
料
開
館
日

５
月
１９
日
０
は
江
原
素
六
先
生
記
念

公
園
で
記
念
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当

館
展
示
室
も
無
料
に
な
り
ま
す
。

◎
７
月
「
日
は
無
料
開
館
日

沼
津
市
の
市
制
記
念
日

・
７
月
１
日

０
は
、
無
料
開
館
し
ま
す
。

◎
平
成
１１
年
度
の
主
な
受
贈
資
料

岳
陽
少
年
団
関
係
資
料

（小
野
安
正

様

・
辻
真
澄
様

・
渡
辺
幸
信
様

・
長
谷

川
博

一
様

・
安
原
吉
基
様

・
高
島
栄

一

様

・
津
円
和
雄
様

・
加
藤
善
夫
様

・
那

波
廣
巳
様
）
、
沼
津
俳
人
短
冊

（長
倉
秀

直
様
）
、
静
岡
街
尽
し

（川
村
清
衛
様
）
、

川
村
清
雄
油
絵
等

（羽
山
正

一
様
）
、
旧

幕
臣
桑
山
家
文
書

（桑
山
伊
佐
子
様
）
、

沼
津
兵
学
校
教
授
名
和
謙
次
履
歴
書
等

（名
和
和
彦
様
）
、
沼
津
兵
学
校
附
属
小

学
校
生
徒
小
田
川
全
之
葉
書

（小
田
川

清
様
）
な
ど
。

◎
平
成
１１
年
度
の
主
な
受
託
資
料

大
平
原
家
文
書

（原
安
平
様
）

◎
平
成
１１
年
度
館
蔵
資
料
の
出
版
物

ヘ

の
写
真

。
資
料
提
供

『
歴
史
読
本
』
第
４４
巻
第
１１
号
、
秋

庭
隆
著

『
東
海
道
史
話
』、
静
岡
新
聞
社

ヽ

『
新
聞
に
見
る
静
岡
県
の

一
〇
〇
年
』
、

『広
重
と
歩
こ
う
東
海
道
五
十
二
次
』
（小

学
館
）
、
『東
海
道
五
十
二
次
を
歩
く
②
』

（講
談
社
）

◎
平
成
１１
年
度
館
蔵
資
料
の
展
示

・
放

送
用
貸
出

。
提
供
先

沼
津
史
談
会

「日
で
見
る
後
北
条
五

代
展
」
「街
角
の
文
化
財
展
」
、
静
岡
平

和
資
料
セ
ン
タ
ー

「静
岡
県
下
の
空
襲

（Ｉ
）
」
展
、
相
模
原
市
立
博
物
館

「描

か
れ
た
農
耕
の
世
界
」
展
、
静
岡
第

一

テ
レ
ビ

・
ニ
ュ
ー
ス
プ
ラ
ス
ー
し
ず
お

か

「東
海
道
宿
場
め
ぐ
り
」、
原
駅
開
業

百
周
年
記
念
展

◎
館
職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て

４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
に
よ
り
、

当
館
館
長
大
川
雅
夫

（兼
教
育
委
員
会

事
務
局
参
事
）
が
歴
史
民
俗
資
料
館
館

長
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
副
参
事
補
石
内
進
は
退
職
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
６１
号

獅
篠

沼

津

市

明

治

史

料

館

〒
卿
‐
００５
沼
津
市
西
熊
堂
三
七
二
―

一

電
　
話

〇
五
五
九
‐
三
二
‐
三
二
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
五
五
九
‐
二
五
‐
二
０

一
八
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